
　　藤学園は新校舎が完成する昭和32年までこの場所

　で私学教育を進め、その後は取り壊されます。

　　４代目庁舎は、昭和30年11月北４条東２丁目の地に

　開拓60周年、総工費8,700万円で建設されています。

　　この庁舎は、消防本部と一体となっており望楼（消防

　署の火の見やぐら）がありましたが、昭和49年(1974年) ▲昭和30年11月25日落成の北見市役所庁舎

　望楼監視は中止され、永年の風化による度々の補修

　にも係らずモルタルがはがれ落ちてくることが多く、危

　険防止のために平成13年(2001年)12月に取り壊され、

　消防本部は昭和53年(1978年)寿町に移転しました。

　　4代目庁舎から5代目新庁舎建設は、市長・市議会

　議員選挙の度に20年間棚上げされてきましたが、平

　成24年（2012年）4代目庁舎は取り壊され、第3次救 ▲昭和50年代後期　左側に消防本部があった

　急医療を担う、北海道赤十字北見病院が平成27年

　開院をめざして建設中です。

　　平成25年の北見市本庁舎は「まちきた大通ビル」にあり、各自治区に総合支所、北2条庁舎

　など部局ごと９ヶ所に分散されています。

　●　市名改称問題異聞

　　昭和１７年(１９４２年）　野付牛町から市制施行の件は、町議会の間では誰からも異論は出な

　かったが、野付牛をそのまま使って「野付牛市」にすべきか、新市に相応しい名前を付けるべ

　きか町会(当時は議会とは言わなかった）は真っ二つに分かれ紛糾しました。

　　市街側の議員は「野付牛市」では語呂が悪いといえば、部落側議員や屯田兵出身議員は

　「由緒ある町名を変えろとは、もってのほかだ。」と怒りだすなど、町会が招集されるたびに市

　名改称問題で暄々諤々の紛争が続きました。

　　名町長の呼び声が高かった高橋町長(昭和１６年秋、前町長関崎不二雄氏死去の後任とし

　て、町が道を口説き、宗谷支庁長であった高橋を野付牛町長に据えている。)も、町会の対立

　には悩まされましたが、この問題もやがて市民に注目されるようになってきます。

　　「これから発展する為には、北見の国の中心であるから北見

　市に改めるのが最高だ。」と伊谷半次郎(後の北見市長)らが

　新市名案を打ち上げれば、反対派は「何もいまさら、全国に知

　られている野付牛を変える必要はない。語呂が悪いとは何事

　だ。」と断固反対を唱えました。 　　　　▲北見市初市議会
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